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報告事項１ 下野谷遺跡の保存・活用について 

 

 

１ 下野谷遺跡保存・活用について 

 (1) 下野谷遺跡デジタルコンテンツについて 

   当時のムラの中にいるようなＶＲ（バーチャル・

リアル）映像や、縄文時代のくらしの解説・クイズ

などにより、下野谷遺跡の価値と魅力をわかりやす

く伝える「ＶＲ下野谷縄文ミュージアム」を制作し

た。タブレット 50 台は学校教育現場や生涯学習、イ

ベントなどで活用するとともに、スマートフォン用

アプリの無料配信を行っている。 

  

(2) 下野谷遺跡関連商品の開発・販売 

   下野谷遺跡の普及と地域振興とを目的として、地

域の商店会等の協力のもと市内５店舗が縄文時代や

下野谷遺跡キャラクター『したのやムラの「しーた」

と「のーや」』をモチーフとした商品を開発し、販売

を開始している。 

 

(3) イベント「ＶＲで下野谷遺跡を大冒険！」の開催 

  (1)及び(2)の完成披露イベントを開催した。 

   日時：平成 29 年３月 26 日（日）11 時から 15 時 

   場所：東伏見小学校体育館（雨天のため会場変更） 

   内容: ①専用タブレットを利用した VR コンテンツの体験 

       ②地元商店会などで開発・販売する下野谷遺跡関連商品の紹介 

           ③地元小学校や地域団体によるアトラクション 

 

【学校教育現場での使用風景】  

【イベントでのタブレット使用風景】 【デジタルコンテンツ使用イメージ】 

【市内商店で販売を開始した商品】  


